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38. 文字のかたちを考える
田原 恭二＊

文字のかたち（明朝体編）
　自分で手がけた書体を世に出してからは，フィ
ールド調査と称して書籍で使われている書体を書
店でチェックするようになった。平積みにされた
新刊書籍の本文が，ぼくが関わった「凸版文久明
朝」だったりすると「そうかそうか，よしよし」
という気持ちで手に取り，しばし観察したのち元
あった場所にそっと戻す。逆に，なんだかメリハ
リのないぼんやりした書体だと「うーん」などと
思ったりする。
　おそらく書体開発に携わっている人たちは，た
いてい自分が関わった書体に対してこのような素
行をしているのではないかと思うがどうだろう。
　ぼくが主査を務める一般社団法人文字情報技術
促進協議会（以下，協議会）の文字の知識部会と
いう部会で，少し前に『文字のかたち』（明朝体編）
という書体見本帖（図 1）を作った。まあ，書体
見本帖といっても『基本日本語活字見本集成』（誠
文堂新光社）のような豪勢なものではなく，束も
ない 24ページの小さな冊子である。
　今回は協議会の活動紹介も兼ねてその話をした
い。ちなみにこの『文字のかたち』（明朝体編）
だが，協議会のWebサイトから電子版がダウン
ロードできるようになっているので是非ご覧いた
だきたい。
　この見本帖の誌面は，図 2のようになっている。
掲載書体は次のとおりで，協議会に加盟するフォ
ントベンダーを中心に，代表的な 13の明朝体を
１ページに１書体ずつ掲載し，この一冊で各社の
明朝体が見られる見本帖になっている。

　・イワタ明朝体オールド
　・ヒラギノ明朝体
　・秀英明朝
　・凸版文久明朝
　・筑紫明朝
　・小塚明朝
　・リュウミン
　・モトヤ明朝
　・游明朝体
　・源ノ明朝
　・MS明朝
　・華康明朝体
　・IPA明朝

ストーリーと書体
　いくつかユニークなところを紹介しておくと，
まず地側にある縦組みと横組みの組み見本エリア
を見てほしい。ここには宮沢賢治の『銀河鉄道の
夜』がレイアウトしてあるのだが，テキストは先
頭のイワタ明朝体オールドが掲載されているペー
ジの縦組みから始まって，その続きは次のページ
のヒラギノ明朝体の縦組みへ，その続きは次のペ
ージの秀英明朝の縦組みへと順々に続いていく。
そして最終ページの IPA明朝の縦組みまで到達
したのち，IPA明朝の横組みへ続き，こんどは横
組みでページをさかのぼってまたイワタ明朝体オ
ールドまで戻ってくるという仕様で，この間ずっ
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図 2　『文字のかたち』（明朝体編）の内容の一部
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て来て何か用かと口の中で云いました。
「あの、今日、牛乳が僕とこへ来なかったので、貰いにあ
がったんです。」ジョバンニが一生けん命勢よく云いました。
「いま誰もいないでわかりません。あしたにして下さい。」
　その人は、赤い眼の下のとこを擦りながら、ジョバンニ
を見おろして云いました。「おっかさんが病気なんですから
今晩でないと困るんです。」「ではもう少したってから来て
ください。」その人はもう行ってしまいそうでした。「そう
ですか。ではありがとう。」ジョバンニは、お辞儀をして台
所から出ました。
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Unicodeは符号化文字集合（Coded Character Set）の１つとして、The Unicode Consortiumによって定められ
た文字規格です。ISO/IEC 10646の一部としても標準化されています。様 な々OS、アプリケーション、サービスにて
利用されることにより、以前では想像できなかった相互運用性、相互接続性の向上が実現されつつあります。IVS 
(Ideographic Variation Sequence)はUnicode標準の中（UTS#37）で規定され、基底文字に対して様 な々グリ
フイメージ、異体字を使用可能にする技術です。
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けれどもジョバンニは、いつかまた深く首を垂れて、そこ
らのにぎやかさとはまるでちがったことを考えながら、牛
乳屋の方へ急ぐのでした。
　ジョバンニは、いつか町はずれのポプラの木が幾本も幾
本も、高く星ぞらに浮んでいるところに来ていました。そ
の牛乳屋の黒い門を入り、牛の匂のするうすくらい台所の
前に立って、ジョバンニは帽子をぬいで「今晩は、」と云い
ましたら、家の中はしぃんとして誰も居たようではありま
せんでした。「今晩は、ごめんなさい。」ジョバンニはまっ
すぐに立ってまた叫びました。するとしばらくたってから、
年老った女の人が、どこか工合が悪いようにそろそろと出
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と銀河鉄道の物語が読めるようになっている。
　書体の味わいは，まとまった文章が組版された
ものを読んだときに感じられるとよく言われるが，
このようなことを体感してもらうために，読者に
はあくまで連続する一つのストーリーを読んでも
らい，途中で書体を切り替えてその違いを味わっ
てもらおうと試みたものだ。

書体の音
　もう一つ，小口側に配置した二つの歌に注目し
てほしい。
　ここは音を感じる見本エリアで，日本人なら誰
もが知っている歌の『朧月夜』と『夏の思い出』
が掲載されている。音を感じる見本とはどういう
ことかというと，ことばの音楽的な要素を味わっ
てもらおうと試みたものだ。ことばの音楽的な要
素とは，詩などを読むとよくわかるが，例えばこ
うだ。

かっぱ

かっぱかっぱらった
かっぱらっぱかっぱらった
とってちってた

かっぱなっぱかった
かっぱなっぱいっぱかった
かってきってくった

谷川俊太郎著『ことばあそびうた』より。

　このように，ことばにはリズムやアクセントが
備わっていて，単なる情報ではなく人の息づかい
が感じられるような音楽的な要素を伴っている。
ならば書体によってその印象も変わるのではない
か。掲載した二つの歌の歌詞を読むと，多くの人
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図 3　『文字のかたち』（明朝体編）内の「データで文字を見てみよう」

が不思議と頭の中に歌のメロディが再生されるは
ずだ。そのとき，書体による微細な音の違いが味
わえないかと考えて作ったものである。

書体を測る
　それから，見本帖の前半には「明朝体の文字の
かたち」，「日本語書体のいまとこれから」，「デー
タで文字を見てみよう」という三つの記事を掲載
している。これらは編集メンバーによる執筆や，
分担して実施した実験やその考察結果などである。
なかでも三つ目の「データで文字を見てみよう」
（図 3）という記事は特に傑作なので少し触れて

おきたい。
　これは簡単に言うと，文字のかたちの黒いとこ
ろと白いところ（字面，濃度，フトコロなど）を
プログラムで計測し，それぞれの書体を数値で比
較して考察したものである。実際に測ってみると，
例えば文字のかたちや組版されたときの印象はま
ったく違うのに計測値は似ている項目が多い「秀
英明朝」（大日本印刷）と「凸版文久明朝」（凸版
印刷）や，何かとニュートラルな書体として語ら
れることが多い「ヒラギノ明朝体」が，今回計測
した全書体のなかでは数値的にも中央寄りの値が
多くみられるなど，書体の印象と計測値との関係
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が興味深いのである。
　これまでにもこのような計測による書体考察の
試みはなくはなく，例えば向井裕一氏の『日本語
組版入門 その構造とアルゴリズム』（誠文堂新光
社）では，「書体によって違う揺れの分布一覧」
として文字のかたちを測定値にもとづいて，字種
の大小，縦横比の揺れ，漢字・平仮名・片仮名間
の分布状況がグラフで示されていてこちらも実に
興味深い。
　ぼくらのこの取り組みはまだ始まったばかりだ。
今後，角ゴシックや丸ゴシックなど，他の書体の
計測や考察にもチャレンジしてみたいと考えてい
る。そしていずれは，日本酒の味の五要素（甘・辛・
酸・苦・渋）のように，書体の味わいも論理的に
表現できたりすると，それはそれで面白いことだ
と思う。
　そしてさらに，いまや AIの時代である。もし
かしたら次号の企画では AIを取り入れた数値化
ができるかもしれない。そうなるとますます興味
深い結果が導きだせそうだ。

協議会の活動を通じて
　去る 2019年 2月は立春のころ，印刷された『文
字のかたち』（明朝体編）が納品され，編集メン
バーと共有したときには感動した。時間はかかっ
たがいろいろ議論し，自分たちの手で編集・制作
したものが見本帖というかたちになって手に取れ
るということは，単純に手ごたえのあるヨロコビ
に変わった。それはちょっと自慢でもあり，自分
で手がけた書体を書店で見つけたときの感覚に近
いかもしれないなと思った。
　また，今回の活動を通じてメンバー同士で話す
機会が増え，仲良くなれたのもよかった。毎回部
会の後は反省会と称した懇親会を有志で開くよう

になった。このような交流をきっかけにビジネス
的にも業界的にも人脈が広がっていくと，さらに
意義のある活動になっていくだろう。

文字のかたち（ゴシック体編）
　さて，部会ではすでに次号の『文字のかたち』（ゴ
シック体編）の企画に着手した。また，明朝体編
のコンテンツをセミナーとして開催する企画も進
行中である。
　一方，COVID-19の影響で当部会もオンライ
ンでの開催が中心になったが，逆にそのおかげで
全国どこからでも部会に参加しやすくなったので，
今後はますます参加者も増えて議論が盛り上がる
に違いないと期待している。
　最後にあらためて，『文字のかたち』（明朝体編）
では途中何度も議論が尽きず結論がなかなか出せ
なかったり，原稿執筆が大幅に遅れたりしたが，
根気強く編集・デザイン・執筆のサポートをして
いただいた合同会社ランプライターズレーベルの
小林功二氏と有限会社フレスコの紺野慎一氏には，
心から敬意と感謝を捧げたい。
　これからは反省会もオンラインになるかもしれ
ない。この人たちは文字のかたちについて何時ま
ででも語ることのできる人たちである。今回その
片鱗をこのように格好をつけた見本帖というかた
ちで示せたことは実に喜ばしいことである。文字
のかたちっていろいろあって面白いよな，そう思
うことしばしばだ。  ■

＊ TAHATA, Kyoji
凸版印刷株式会社　情報コミュニケーション事業本部　部長
〒 112-9531 東京都文京区水道 1-3-3
kyoji.tahara@toppan.co.jp
一般社団法人文字情報技術促進協議会　文字の知識部会　主査
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